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研究題名 

自分の考えを伝えることができる生徒の育成 

― 方程式の解き方と説明動画の制作を通して ― 

 

研究要綱 

１ 主題設定の理由 

 本学級は、生活面においてクラスメイトと協力して委員会のキャンペーンや学校行事などに参加す

る生徒が多い。一方で、自分の考えた案や思いを言葉にして表すことが苦手な生徒が多い。例えば、

委員会活動でキャンペーンを行う際に活動内容をクラスメイトにうまく伝えることができず、多くの

質問を受けることがある。このように自分で考えたことを上手に話すことができないため、数学科の

授業の中でも問題を解くことができてもクラスメイトと共有するときに答えのみの確認になってしま

う。学習指導要領の基本方針である「主体的・対話的で深い学び」のうちの「対話的」という点に着

目した際に、自分の考えを伝える方法を練習する必要があると感じた。また、この練習を通して、友

人関係のつながりを広げるきっかけになると考えた。そのため、第３章「方程式」の単元において、

方程式の解き方を学習した後にパフォーマンステストを行うことと文章問題の説明動画を制作するこ

とを事前に生徒に告げることで、より生徒たちが伝え方に工夫ができるようにした。 

 

２ 研究内容 

（１）めざす生徒像 

○自分の考えを共通な言語（数学用語）を用いて、相手に分かりやすく説明することができる生徒 

 

（２）研究の仮説とそれに対する手立て 

 【仮説１】数学用語や基礎問題を周囲のクラスメイトと確認することで、他者との繋がりが広が

り、気軽に声をかけあったり、接したりすることができるようになるだろう。 

 【仮説２】クラスメイトとの交流を通して、自分の考えを深める方法を知り、頭の中の情報を正確

に言葉にして話すことができるようになるだろう。 

 

 ＜仮説１に対する手立て＞ 

 【手立て①】既習事項の基礎内容を発問とし、クラスメイトと話し合うことを促し、自分の考えを

話す時間を設けるために、個人追究の時間を確保した上で足場を作り、自信をもって意見交流で

きるようにする。 

 【手立て②】話し合う相手を前後の席や離れている席のクラスメイトに変えるなどして、話しやす

い相手を学級の中で増やし、お互いに話すきっかけをつくる。 

＜仮説２に対する手立て＞ 

【手立て③】数学用語を活用して解き方を説明できるかを確認するために、パフォーマンステスト

を行うことを伝え、説明の仕方を考える場面を設ける。 

【手立て④】伝え方が上手な人の特徴を確認した上で、問題のわかりやすい説明方法を話し合い、

意識する項目を決める。 

【手立て⑤】グループで協力して文章問題の説明用動画をつくる。 
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（３）抽出生徒について 

生徒Ａ ・数学は好きで得意である。 

・授業中にクラスメイトと話し合うが、相

手がわかってくれないときがあるから話

しにくい。 

願い 

自身の話し方を見直し、相手に伝わり

やすい方法を見つけることができるよ

うになってほしい。 

生徒Ｂ ・数学は好きだが苦手である。 

・自分の考えをどう伝えればよいかわか

らないから授業中にあまり話さない。 

願い 

自分から積極的に周囲のクラスメイト

に声をかけることができるようになっ

てほしい。 

 

３ 単元構想 

  

授業の流れ 教師の手立て 生徒の学習活動 

方
程
式
の
解
き
方 

第
１
節 

【
方
程
式
と
そ
の
解
】 

 

①方程式とその解とは何か。 

 

 教科書の問題に取り組む。 

⇒方程式をつくる。 

⇒文字にあてはまる数を求

める。 

⇒新しい用語の確認。 

方程式をつくるために、教

科書の例題を用いて、まず

は等式を作るように促す。 

 

生徒同士が話し合うときに

は、問題文のどの部分から

等式につなげたのかを伝え

るように促す。 

隣の席のクラスメイトと

「等式とは何か」「どんな等

式ができるのか」「等式の文

字にあてはまる数は何か」

など基礎内容を話し合う。 

⇒【仮説１】 

 

②等式の性質を使って方程

式を解く。 

 

 ドーナツの重さを考える。 

⇒なぜ求めれるのかの確認 

⇒等式の性質を見つける。 

⇒等式の性質を使い，方程

式を解く。 

等式の性質に気付けるよう

に、天秤やドーナツの絵を

用いて視覚的に考えられる

ようにする。 

話し合うときに「○○をす

るために、△△する」といっ

た話型を意識して共有でき

るようにする。 

自分が答えにたどり着くだ

けでなく、周囲のクラスメ

イトと「ドーナツの重さを

求める方法」「等式の両辺に

できることの確認」などの

意見を共有する。 

⇒【仮説２】 

方
程
式
の
解
き
方 

第
２
節 

【
方
程
式
の
解
き
方
】 

 

③等式の性質を組み合わせ

て方程式を解く。 

  

 等式の性質の確認をする。 

⇒ドーナツの重さを求める。 

⇒等式の性質を組み合わせ

て方程式を解く。 

既習事項の確認をし、前時

と同様にドーナツを用いて

視覚的に考えられるように

する。 

前時と同様に、話し合うと

きに「○○をするために、△

△する」といった話型を意

識して考えを共有できるよ

うにする。 

「等式の性質とは何か」を

確認する。 

⇒【仮説１】 

方程式を解き終えた後に

「乗法、除法から使うので

はなく、移項（加法、減法）

を先に行う理由」を話し合

う。 

⇒【仮説２】 

④どんな工夫をしたら方程

式が解けるか考えよう。 

 

 かっこのある方程式、分

数をふくむ方程式の解き方

を考える。 

⇒解き方の工夫を知る。 

自力で解くことができる生

徒もいるため、ある程度解

く時間を設け、解き方を確

認する。 

 

 

 

数学用語をうまく活用し

て、どんな解き方をしたの

か話す。また、クラスメイト

が違う解き方をしていると

きは、その方法を聞く。 

⇒【仮説２】 

⑤方程式の問題をひたすら

解く。 

 

 既習事項の確認を行う。 

⇒プリント学習で反復練習

を行う。 

順調にプリント学習が進ん

でいる生徒にミニティーチ

ャーを依頼する。 

 

 

解き方がわからない、不安

であるクラスメイトに解き

方を説明する。 

⇒【仮説２】 
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⑥比例式とは何か。 

 

 既習事項の確認をする。 

⇒比例式とは何か知る。 

⇒比例式の解き方を考える。 

⇒自分で比例式を作り、解

く。 

既習事項の知識を用いて解

くことができるため、比例

式の説明に「比の値が同じ

ものを等号で結んだもの」

ということを強調する。 

 

 

比や比の値についての確認

をする。 

⇒【仮説１】 

自分が答えにたどり着くだ

けでなく、周囲のクラスメ

イトと解き方を共有する。 

⇒【仮説２】 

文
章
問
題
の
解
き
方 

第
３
節
【
方
程
式
の
利
用
】 

⑦説明のしかたが上手な

人、教えるのが上手な人に

なるためにはどんなことが

大切か。 

 

 個人で考える。 

⇒生活班で話し合い、班で

２つまでにまとめる。 

自分が説明される側、教え

てもらう側に立った時のこ

とをイメージして説明のし

かたがうまい人の特徴など

を考えるよう伝える。 

 

 

 

はじめは個人で考え、グル

ープで話し合い、自己評価

シートの５つの項目を「わ

かりやすい言葉を使う」「視

覚的に説明する」「ポイント

をおさえて伝える」「短く簡

単に話す」「数学用語を使

う」に決める。 

⇒【仮説１】 

⑧文章問題の解き方 

 

問題文から何を文字 𝑥 と置

くか考え、方程式をつくる。 

問題文から必要な情報を抜

き出せるようになるため

に、時間を置きながら部分

的に以下のことを生徒に伝

える。 

 

・何を文字で置いたか 

・どんな方程式をつくった

のか 

・方程式の解き方 

・方程式の解の確かめ方 

 

 

自分一人ではできないとこ

ろをクラスメイトに聞きな

がら解き進める。また、解き

終えたときは、クラスメイ

トと確認したり、アドバイ

スをしたりする。 

⇒【仮説１・２】 

 

解き終えた生徒は、別の方

法でも問題を解くことがで

きないか相談する。 

⇒【仮説２】 

⑨○○は□□の△倍 

 

「○○は□□の△倍」と問

題文にあるときの方程式の

立て方を学ぶ。 

⑩過不足 

 

「余る」「足りない」などの

ことばを正確に読み取り、

方程式をつくる。 

⑪速さ・時間・道のり 

 

線分図をうまく活用し、方

程式をつくる。 

説
明
動
画
の
作
成 

 

⑫班ごとに解く問題を決め

て、協力して動画制作の計

画をたてる。 

 

文章問題を解いていた時の

手順通りに進める。 

⇒解き方に行き詰ったとき

には班で確認をする。 

⇒班で解くことができない

ときは、ヒントカードを使

って考える。 

⇒答えを確認し、動画制作

の計画をたてる。 

 

問題を解き進めれるよう

に、要点をまとめたヒント

カードを準備しておく。 

 

 

わからないところはヒント

カードを見て、グループ全

員が答えにたどり着けられ

るように話し合いながら問

題を解く。 

⇒【仮説１・２】 

必ず 1 人１つの役割がある

ように説明動画の作成の計

画を立てる。 

⇒【仮説１】 
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４ 研究の実際と考察 

（１）【手立て①】既習事項の基礎内容を発問とし、クラスメイトと話し合うことを促し、事前に話す    

内容を検討したり話す順番を決めたりした上で、自分の考えを話す時間を設ける。 

主題設定の理由に述べた通り、本学級の生徒は自分で考えた案や思いを言葉にして表すことが苦

手な生徒が多い。授業中に生徒同士の会話が少ないのは、授業内容を十分に理解できていない生徒

が一定の割合で存在することにつながっているとも感じた。そこで、基礎内容の解き方をクラスメ

イトとの話し合いの中で説明するよう促すことで、自分の考えを話す機会が増え、授業内容の理解

が深まるのではないかと考えた。 

方程式の単元において、「方程式とは何か」「方程式の解とは何か」「等式の性質とは何か」を基礎

内容として、ペアで確認する時間を設けることで教師からの指示がなくても進んで確認をするよう

になった。よって、【手立て①】は有効であったといえる。 

 

（２）【手立て②】話し合う相手を前後の席や離れている席のクラ 

スメイトに変えるなどして、話しやすい相手を学級のなかで増や 

し、生徒の中でお互いに話すきっかけをつくる。 

  【手立て①】が有効であれば、より多くの生徒同士で意見交換

をすることで自身の授業の理解度を深めることができるのでは

ないかと考えた。 

  方程式の問題の中で、分数や小数が含まれる問題は生徒たち

にとって難しいという意識が高く、【手立て①】のように隣同士

のクラスメイトだけでは解決できない問題が出てくる。そのた

め、はじめは前後の席のクラスメイトとも話すように促し、後に

席の移動を促すと自ら進んで多くの考えを聞こうとする活動が

見られるようになった。生徒Ｂの自

己評価シートの経過を見ると、少し

ずつ自分の考えを話すようになり、

単元の後半には２通り以上の説明

の仕方を考えるようになった。よっ

て【手立て②】も有効であったとい

える。 

 

（３）【手立て③】基礎問題を解くこ

とができるか、解き方を説明できる

か、数学用語をうまく活用できるか

を確認するために、パフォーマンステストを行うことを

伝え、自分たちの話し方を考える場面を設ける。 

  生徒にアンケートを行い、授業中に周りのクラスメイトと話さない理由の中に、「自分の考えをう

まく伝えることができない。」「自分の考えを伝えたが、なかなかわかってもらえない。」と回答する生

徒がいたため、どのようなことに気を付けて伝えると聞いている側がわかりやすいか考えることが大

切であると考えた。 

  何気なくクラスメイト同士で話をしているときは、自分の思ったことをそのまま伝える生徒が多か

ったが、自分の計算方法の理由を、数学用語を用いて説明したことで、聞いている側のクラスメイト

の良い反応が生まれ、表情が明るくなったように感じた。その結果、数学が苦手な生徒が間違えを恐

れず発言しようとする姿勢が見え、授業中に発言をする生徒がはじめは５、６人であったが、単元の

後半には過半数を超えることもあり、【手立て③】は有効であったと考える。 

  

⑬⑭動画の制作を行う。 

 

前時までに考えていた動画

制作の計画をもとに、グル

ープで協力して活動する。 

型にはまった説明にならな

いように、説明のしかたの

ルールを決めず、自由に動

画を撮るよう促す。 

クラスメイトの説明のしか

たを聞きながら、グループ

の中でわかりやすい言い方

を考えて動画を制作する。 

⇒【仮説２】 

【資料１】生徒Ｂ（右手前）が自分の

意見や考えをグループで話す様子 

【資料２】生徒Ｂの自己評価シート 
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（４）【手立て④】伝え方が上手な人の特徴や問題の説明をどのようにするとわかりやすいのかを話し

合いながら、意識する項目を決める。 

 生徒同士の教え合いを授業中に行ってい

ると多くの生徒が同じ生徒の近くに集まる

ことが多く、話を聞いた生徒が自席に戻ると

きに、内容を理解している様子が見られた。

このことから、学級すべての生徒がその生徒

と同じように教え方がうまくなれば、全員の

学習の理解が深まるのではないかと考えた。 

 グループで「どんな友達の教え方や説明が

上手か」を考え、学級で５つ程度に絞った。

また、同様に他クラスでも行い、重複してい

る項目をもとに普段使用している自己評価

シートとは別の評価シートを作成し、４段階

で自己評価を行った。 

 クラスメイトとの話し合いで意識するこ

とをいつでも視覚的に捉えられるようにな

り、生徒同士の話し方にまとまりがでてき

た。方程式の単元で学ぶ「等式の性質」につ

いても「○○するために△△する。」といっ

た話型も使える生徒が増えていった。 

パフォーマンステストで生徒一人一人の様

子を確認したところ、はじめは「これをこっ

ちに」や「とりあえずこ

うして」などのわかりづ

らい言葉が多かった生徒

も単元後半では数学用語

を活用して話す姿が見ら

れるようになっていた。

また、生徒Ａの自己評価シートの振り返りを確認し、 

【手立て④】も有効であったと考えられる。 

 

（５）【手立て⑤】グループで協力して文章問題の説明用動画をつくる。 

  数学は、中学生に苦手意識をもたれることが多く、その結果から数学が嫌い、つまらないと思われ

がちであるため、今回の単元の最後に、生徒の伸ばしてきた力を発揮する場所であり生徒の好奇心を

高める内容を掲げる必要があると考えた。 

  説明動画の制作の過程で、生徒同士がどんな動画にしたいか、どんな動画を使ったらわかりやすい

かなどを積極的に話す中で、グループ内での複数の説明の仕方が出てきたときは、どれが一番良いの

かを話し合う様子が見られた。よって【手立て⑤】も有効であったと考えられる。 

 

５ 研究の成果と課題 

（１）仮説１について（手立て①②） 

  授業中の生徒同士の関わり方を改善し、話し合う時間をより多く設けたことで、生徒が「対話

的」な学習を行うことができた。また、第３章方程式の単元のみに限らず、第４章変化と対応や第

５章平面図形の単元や道徳の授業においても生徒同士の関わる時間を積極的に設けることで、生徒

同士の会話の中でお互いの考えを聞くことができるようになった。このことから、仮説１は妥当で

あり、手立て①②も有効であったと考えられる。 

 

（２）仮説２について（手立て③④⑤） 

  生徒が「深い学び」を得られるために、生徒の興味が湧くように説明動画の制作を最終的な着地

点に設定した。近年 YouTube などで授業動画を見る機会が増えている生徒にとっては、憧れでもあ

【資料３】作成した自己評価シート 

【資料４】生徒Ａの振り返り 
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る存在の真似をしたいという思いと今回の手立て③④で身に付けた力を合わせることで、生徒たち

が自分の考えを話せるようになった。このことから、仮説２は妥当であり、手立て③④⑤も有効で

あったと考えられる。 

 

（３）今後の課題 

  方程式を解くために使う等式の性質など、単純な計算等の説明の場面では、生徒同士の話し合い

で問題を解くことができるようになってきた。しかし、数量関係や図形の領域では、生徒だけで対

応できない問題も増えてくると考えられる。そのため、比例、反比例の考え方や解き方、平面図形

の面積や立体の表面積、体積を求める際に方程式が使えることなど、どのような場面で自分が習得

した知識が活用できるのかを、単元の導入や基礎学習の中で生徒が知ることが必要となる。この部

分においてもグループで問題の解き方を考えるなどして、生徒の中から導き出せるようにしたい。 

 

 


